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最
適
化
計
画
の
概
要

　

市
は
、
公
共
施
設
の
う
ち
建
築

物
に
つ
い
て
、
人
口
減
少
社
会
で

も
市
民
の
負
担
を
増
や
さ
ず
に
行

政
サ
ー
ビ
ス(

機
能)

が
向
上
す
る

よ
う
、
最
適
化
計
画
の
策
定
を
進

め
て
い
ま
す
。
今
回
、
市
民
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
や
、
公
募
に
よ
る
市

民
が
構
成
す
る｢

公
共
施
設
を
考

え
る
市
民
会
議｣

で
の
３
回
に
わ

た
る
検
討
を
経
て
、
計
画
策
定
に

係
る
基
本
方
針
を
取
り
ま
と
め
ま

し
た
。

　

最
適
化
計
画
と
は
、
現
在
市
が

保
有
し
て
い
る
公
共
施
設
の
う

ち
、
建
築
物
を
対
象
に
、
統
廃
合

や
複
合
化
な
ど
今
後
の
各
施
設
の

整
備
の
方
針
を
定
め
る
も
の
で
す
。

こ
の
計
画
に
沿
い
、
安
全
で
効
果

的
・
効
率
的
な
公
共
施
設
の
維
持

管
理
を
進
め
て
い
き
ま
す
。　

計
画
で
定
め
る
も
の

１
．
基
本
的
な
考
え
方

　

市
民(

特
に
若
者
・
子
育
て
世

代
や
地
域)

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
３

つ
の
視
点(

供
給
、
地
域
、
財
務)

を
踏
ま
え
、
よ
り
多
く
の
市
民
の

理
解
が
得
ら
れ
る
最
適
化
を
目
指

し
ま
す
。

【
３
つ
の
視
点
】

▽
供
給
の
視
点

・
公
共
施
設
の
複
合
化
や
集
約
化

の
実
施
、
人
口
や
財
政
規
模
に

合
っ
た
施
設
保
有
量
の
最
適
化

・
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
た

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

・
柔
軟
か
つ
斬
新
な
発
想
に
よ
る

取
り
組
み
の
実
施

・
近
隣
自
治
体
や
民
間
団
体
な
ど

と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
活
用

し
た
機
能
向
上
へ
の
取
り
組
み
の

推
進

▽
地
域
の
視
点

・
地
域
拠
点
形
成
の
推
進
と
拠
点

内
へ
の
施
設
誘
導

・
廃
止
施
設
の
代
替
機
能
や
交
通

ア
ク
セ
ス
の
検
討

▽
財
務
の
視
点

・
予
防
保
全
や
長
寿
命
化
の
実
施

に
よ
る
安
全
で
効
果
的
、
効
率
的

な
施
設
活
用

・
財
政
の
効
率
化
、
ス
リ
ム
化
お

よ
び
除
却
施
設
の
活
用
と
基
金
造

成２
．
施
設
配
置
の
考
え
方

　

利
用
者
と
利
用
形
態
の
観
点

か
ら
市
を
３
つ
の
圏
域(
生
活
圏
、

近
隣
圏
、
市
域)

に
分
類
し
、
圏

域
別
に
配
置
す
る
施
設
を
設
定
し

ま
す
。

▽
生
活
圏(

お
お
む
ね
現
在
の
16

地
区)

…
①
地
域
と
協
働
し
、
コ

３
．
機
能
配
置
の
考
え
方

　

将
来
に
わ
た
り
必
要
な
機
能
を

17
に
分
類(

①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

地
域
づ
く
り
②
健
康
づ
く
り
③
生

涯
学
習
④
公
園
⑤
保
育
・
幼
児
教

育
⑥
小
学
教
育
⑦
中
学
教
育
⑧
子

育
て
支
援
⑨
高
齢
福
祉
・
介
護
⑩

公
営
住
宅
⑪
ス
ポ
ー
ツ
⑫
障
が
い

福
祉
⑬
市
役
所
⑭
図
書
館
⑮
文

化
・
芸
術
⑯
産
業
支
援
⑰
観
光
集

客)

し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
配

置
圏
域
の
基
本
的
な
考
え
方
を
定

｢将来｣の公共施設の
あり方を考えています

～公共施設の最適化計画策定中～

生活圏 近隣圏 市域

・徒歩で移動ができる範囲を前提とし、近隣圏までを含めた
機能維持④⑤⑥
・自転車で移動ができる範囲を前提とし、近隣圏までを含め
た機能維持⑦
・機能の複合化や集約化の実施(日常のコミュニティ機能分)
⑧⑨

・集約により効率化やサービ
スが向上する機能の積極的
な集約⑬⑭
・他市や民間との連携推進に
よるハードや行政サービス
(機能)の充実⑮⑯⑰

地域との協働による機能維持
①②③

民間資源の活用検討と生活しやすい場への誘導(高度化機能
は市域に集約)⑩

高度または専門的な機能の維
持⑪

高度または専門的な機能の
維持②③⑨⑪⑫

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
資
源
の
活
用
が
可
能

な
施
設
を
配
置
②
利
用
者
の
交
通

手
段
が
徒
歩
を
前
提
と
す
る
施
設

を
配
置
③
多
機
能
化
な
ど
に
よ
る

施
設
総
量
の
抑
制

▽
近
隣
圏(

お
お
む
ね
中
学
校
区)

…

①
集
約
化
に
よ
る
施
設
総
量
の
縮

小
②
集
約
化
に
合
わ
せ
て
機
能
を

高
度
化
す
る
こ
と
で
サ
ー
ビ
ス
の

質
を
向
上

▽
市
域(

市
で
一
カ
所
程
度)

…
①

集
約
に
よ
り
効
率
性
が
高
ま
り
質

が
向
上
す
る
施
設
を
配
置
②
専
門

的
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る
施
設

を
配
置
③
複
合
化
を
進
め
機
能
を

高
度
化
す
る
こ
と
で
サ
ー
ビ
ス
の

質
を
向
上

※丸数字は必要な機能の分類番号

C
B
A

A

C B

地域の中心となる拠点への
複合化・集約化・多機能化

地域と協働性が高い
機能を持つ施設

利用者の移動は徒歩
が前提の施設

地域拠点内

地域と協働性が高い
機能を持つ施設

複合化・集約化イメージ
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本
計
画
で
は
、
市
の
建
築
物
に

つ
い
て
延
床
面
積
を
30
年
間
で
約

３
割
削
減
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　

現
在
の
市
の
建
築
物
を
維
持
し

続
け
、
計
画
的
に
修
繕
し
標
準
的

な
耐
用
年
数
で
現
状
と
同
規
模
に

建
替
え
た
場
合
は
、
今
後
30
年
間

で
約
６
６
９
億
円(

年
平
均
22
・

３
億
円)

が
必
要
と
な
る
見
込
み

で
す
。

　

こ
れ
に
対
し
、
市
の
現
在
の
修

繕
や
建
て
替
え
の
た
め
の
支
出

額
は
年
平
均
10
億
円(

一
般
会
計)

程
度
で
あ
り
、
今
後
30
年
間
で

３
０
０
億
円
を
確
保
し
て
も
必
要

額
の
約
６
６
９
億
円
に
対
し
、
約

３
６
９
億
円
不
足
し
ま
す
。
建

築
物
に
対
し
て
は
こ
れ
に
加
え

て
、
維
持
管
理
費
用(

減
価
償
却

費
を
除
く)

と
し
て
年
20
・
８
億

円
、
今
後
30
年
間
で
６
２
４
億
円

の
確
保
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

床
面
積
を
削
減
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
修
繕
・
建
て
替
え
費
用

や
維
持
管
理
費
用
を
削
減
で
き
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
削
減
効
果

を
反
映
さ
せ
算
定
し
た
結
果
、
延

床
面
積
を
３
割
削
減
す
る
と
、
人

口
減
少
社
会
で
も
市
民
の
負
担
を

増
や
さ
ず
維
持
管
理
で
き
る
見
込

み
に
な
り
ま
し
た
。

　
市
は
今
後
、
公
共
施
設
の
建
て

替
え
や
長
寿
命
化
工
事
に
合
わ
せ

て
、
公
共
施
設
の
統
廃
合
や
複
合

化
を
実
施
し
、
市
民
に
必
要
な
機

能
維
持
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

施
設
の
長
寿
命
化
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
民
間
企
業
や
近
隣
自
治

体
な
ど
と
連
携
し
た
取
り
組
み
の

推
進
や
、
廃
止
施
設
の
売
却
、
有

償
貸
し
付
け
な
ど
、
施
設
整
備
費

用
の
確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

今
後
の
取
り
組
み

　

市
は
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
市

民
会
議
で
の
検
討
結
果
を
も
と

に
取
り
ま
と
め
た
最
適
化
の
基

本
的
な
考
え
方
に
基
づ
き
、
10

月
ご
ろ
を
目
途
に
２
０
１
９

－

２
０
５
０
年
ま
で
の
30
年
間
を
見

通
し
た
実
施
計
画
の
素
案
を
取
り

ま
と
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
知

ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

　

そ
の
後
、
計
画
を
策
定
し
、
建

築
物
の
最
適
化
に
取
り
組
む
予
定

で
す
。

　
建
築
物
最
適
化
計
画
に
お
け
る

基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
、
市

民
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
と
き
…
７
月
６
日(

金)

午
後
６

時
30
分
～
８
時
15
分

▽
と
こ
ろ
…
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

(

大
通
り
一
丁
目
３

－

１
お
で
ん

せ
プ
ラ
ザ
ぐ
ろ
ー
ぶ
３
Ｆ)

市
民
説
明
会
開
催

施設の複合化・
集約化・多機能
化推進

・建て替えや長寿命化に合わせた統廃合や複合化の実施による必要な機能  
  維持
・施設評価など明確な根拠に基づく市民への説明

施設の長寿命化
・80年使用を目標とした効果的で効率的な維持管理の実施
・技術的かつ財政的に効果的な予防保全や長寿命化実施のルール策定

パートナーシッ
プ(連携)の推進

・民間活力を活かした施設の建て替えや管理運営の実施
・近隣自治体との施設の相互作用など広域連携による機能の向上維持
・民間との連携による機能維持(包括委託や利用助成など)

施設整備費用の
財源確保

・廃止施設の売却や有償貸し付けの原則実施
・更新時における民間資金やノウハウ導入による機能向上かつ経費節減
・受益者負担の定期的な検証

全ての建築物を建て替えたときにかかる費用：669億円
　　　　　　　468億円(70％)

削減分：187億円(30％ )

削減分：201億円(30％ )

維持管理費用
(ランニングコスト)

計487億円(＞468億円)

更新費用必要額
(建て替え費用)

投資可能額

全ての建築物の維持管理に必要な費用：624億円
　　　　　　　437億円(70％)

更新する分 更新しない分財
源

300億円
187億円維持管理費用

財
政
状
況
に
見
合
っ
た

あ
る
べ
き
姿

手
法

め
ま
す
。

　

例
え
ば
、
生
涯
学
習
は
現
在
も

各
地
区
の
交
流
セ
ン
タ
ー
を
中
心

に
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

引
き
続
き
地
域
と
協
働
で
機
能
維

持
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
高
度
ま

た
は
専
門
的
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
は
、
市
域
に
集
約
し
、
複
合
化

な
ど
で
機
能
を
高
度
化
す
る
こ
と

で
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

(削減分)


